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事業名： 2023 年 3 月 ひな祭り企画 第 1 弾 子ども食堂・誰でも食堂事業 

「全国食支援活動協力会“ひとり親家庭等の子どもの食事等支援”（厚生労働省）助成事業」  

 

１．事業の背景と目的 

コロナ禍の中で、この伊東市においても貧困を要因としたひとり親家庭等の困窮度は

高まり、そして貧困層は確実に広まっている。伊東市でも昨年は子ども食堂が 4 か所

でき、計 7 か所になったことがそのことをものがたっている。 

そこに電気料金値上げを筆頭とした物価の値上げが、それらの家庭に打撃を与えてい

る。この事業を実施することにより、家庭にひと時でも小さな明かりを灯していただく

ことを目的とする。 

 

２．事業内容 

3 月の明るいひな祭りの季節に少しでも多くの支援対象の子どもや親に、ちらし寿司や

雛あられを皆で食べていただく。 

 

３．実施事項 

１）実施日 2023 年 3 月 8 日 

２）実施場所 Ein こぐま俱楽部食堂（伊東市十足） 

３）従事者数 6 名 

４）受益者の範囲・属性 主にひとり親家庭の幼児・児童・生徒、親、高齢者 

５）提供内容 ちらし寿司、おかず鯖塩焼き等数品、雛あられ 

６）事業費 41,135 円 

 

４．成果及び課題 

１）受益者の声 子どもからのお礼の言葉をいただいた。（ホームページに掲載） 

大人からは、100 円、200 円単位でのご寄付を多数いただいた。 

２）課題 対象地区の対象となる家庭や子どもに、まだまだこのような企画を提供で

きていないことを日頃実感している。どのように支援対象者を掘り起こしていけ

るかが課題。 

５．所感等 助成事業であることもあって新鮮な食材を使ったちらし寿司とおかずを提供

できた。今後も子どもに美味しく、栄養のある食事を提供できるよう努力したい。 



事業名： 2023 年 3 月 ひな祭り企画 第２弾、第 3 弾 フードパントリー事業 

 「全国食支援活動協力会“ひとり親家庭等の子どもの食事等支援”（厚生労働省）助成事業」 

 

 

１．事業の背景と目的 

「子ども食堂・だれでも食堂」事業に同じ 

 

２．事業内容 

3 月 15 日：荻地区生涯学習センターにて食品セットを子どもたち（親）に配布 

      学用品セットは後日配布 

3 月 29 日：Ein こぐま俱楽部食堂（伊東市十足）にて食品セット、学用品セットを親 

や子どもに手渡し、また、取りまとめ役数人に宅配を依頼 

 

３．実施事項 

１）実施日 第 1 回 2023 年３月 15 日  第 2 回 2023 年 3 月 29 日 

２）実施場所 第 1 回 荻地区生涯学習センター 

第 2 回 Ein こぐま俱楽部食堂（伊東市十足） 

３）従事者数 2 回で 11 名 

４）受益者の範囲・属性 主にひとり親家庭の子ども、十足では困窮する高齢者も含む  

５）提供内容：食品セット（お米 5 キロ、レトルトカレー5 袋、乾麺 5 食、お菓子、ス 

パゲッティー、ウインナーなど） 

         学用品セット（鉛筆、ノート、消えるボールペンなど 

 

６）事業費 240,406 円 

 

４．成果及び課題 

３）受益者の声 子ども食堂・だれでも食堂に同じ 

 

４）課題 子どもは、お菓子や流行りの文具を望む傾向がある。次回からの課題 

 

５．所感等 

  子どもの喜ぶ姿、一部の親御さんの丁寧なお礼を受け目的は達成されたような気がし

ている。次回からは課題でも記述したが、子どもが喜ぶ物も多少多く送りたいと思う。 

 


